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力
く
材
ま
い
】
で
、
錦

韓

　外で仕事をするのフ

んです。米・野菜づ

の仕事。シルバー人1

一にも時々行ってい1

も最近は仕事が少な丈

ですね。欲なんて言い

健康で楽しく仕事が》

幸せなんです。また、

盆栽をいじったり、壼

ったりもしています。

　　　　F晒一一　　　　　　れ

　来年も、家族みんなが仲良

く、そして元気に過ごせる一

年であってほしいと願ってい

ます。娘たちは小さいころ体

が弱く、内向的だったんです

が、最近は少しずつ積極性も

出て、二人ともがんばってい

るなと感じています。父親の

願いとしては良い婿をなんて

思っているんですよ。

　　　　　　　　　　百
　　　　　　　　　　合
　　　　　　　　　昭子
　　　　　　　　　和
　　　　　　　　　25さ
　　　　　　　　　年ん

　　　　　　　　　7（
　　　　　　　　　月お
　　　　　　　　　25母
　　　　　　　　　日さ
　　　　　　　　　生ん
　　　　　　　　　ま）
　　　　　　　　　れ
　実は、寅年は強いねなんて

言われて嫌だったんです。昨

年は自分にとっても、娘たち

にとってもいろいろなことが

あった年です。その中でも、

お姉ちゃんが大学を卒業して

家に戻り、にぎやかになった

ことが一番うれしかったです

ね。来年も、今年以上に良い

年にしたいと思います。

香

織
さ
ん
（
お
姉
ち
ゃ
ん
）

昭
和
4
9
年
8
月
1
3
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
響

欝
．
灘

磁
、
難

　馨
悩

　今年の春、大学を卒業して

十日町に戻ってきました。や

っぱり十日町はいいですね。

来年も怪我や病気をしないで、

自分のやりたいことに一生懸

命取り組みたいと思います。

趣味は映画、テニス、水泳な

どですが、せっかく十日町に

生まれたのですから、来年は

スノーボードに挑戦します。

6
人
中
、
4
人
が
寅
年
（
そ
れ
も
3
世
代
に
渡
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
・
山
谷
の
柳
さ
ん
一
家

私
は
妹
の
好
美
、
家
族
を
順
番
に
紹
介
し
ま
す
。
働
き
者
で
、
が
ん
ば
り
屋

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
父
と
母
が
共
稼
ぎ
だ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
の
お
母
さ
ん
的

存
在
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
和
子
さ
ん
）
。
私
た
ち
が
心
配
な
の
か
、
口
う
る
さ
く

て
、
結
構
き
び
し
い
お
父
さ
ん
。
い
つ
も
忙
し
く
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
。
そ

し
て
、
姉
妹
と
い
う
よ
り
は
友
達
み
た
い
な
お
姉
ち
ゃ
ん
。
笑
顔
が
絶
え
な
い
、

私
の
大
好
き
な
、
そ
し
て
自
慢
の
家
族
で
す
。



涌井盆一さん
（高島1）明治35年9月8日生まれ

　16歳で上京し、東京の渋谷で肉屋

を経営していました。寅年生まれは

古来「千里を行き千里を戻る」と言

われ、私もそのような経験を重ねて

きました。今でも腰はまっすぐで新

聞も眼鏡をかけずに読んでいます。

身の回りのことは自分でこなす涌井

さんに長寿の秘訣をたずねたところ、

「心配をせずに、大らかに生きるこ

と」と明るく教えてくださいました。

ひ
ま
ご
　
　
や
し
や
ご

曾
孫
や
玄
孫
の

顔
を
み
て

大
ら
か
に
生
き
よ
う

　来年は寅年。虎は干支の3番目、食肉目ネコ科の動物です。日本の文

献に最初に虎が登場したのは「日本篶紀聾で．西暦545年に百済で虎退治

をし、その皮を日本に持ち帰った人が礎る蓄記されて雛ます。まだ．虎

はことわざ繕もよく登場し昔から親しまれて験ます。「虎の剥は大切な

もの、秘蔵のものピいう意味。π虎穴1こ入ら讃んぱ虎児を得ず」も、虎の

峯が貴重なものゼいう憲嫌から．危険を冒さなければ成功は得られない

どいう意味で使われて嫌ます。絃・ずれ纏し懇も．今年は明る蜷話題の少

ない年でも澹。来年は虎のように．威勢よ菟がんぱ鰻た雛ものですね。

金婚式を
二人仲良く迎えたい

橋本慶三郎さん
（新水）昭和元年12月31日生まれ

　平成元年もそうですが、昭和元

年は7日しかなかったんです。そ

れも晦日に生まれたのですから、この生年月日を持つのは

市内では私ぐらいなのかもしれません。最近は体力も落

ちて、大好きだった「鉄砲ぶち」へも行かなくなりました。

人生欲を言えばきりがないのですが、金婚式まで後10年

ちょっと。「ばあさん」と仲良く金婚式を迎えたいですね。

楽しみは曾孫の
　　　　　素直な成長

福崎ハナさん
（田麦）大正3年田月6日生まれ

　風邪もひかず、今も元気に家事

をこなしています。我が家は息子

と孫夫婦に曾孫3人の7人家族。曾孫の翼くんはおばあ

ちゃんの作るカレーライスとピーナツ味噌が大好物。お

いしい笑顔を楽しみに今日も料理の腕をふるいます。来

春には3人の曾孫がそれぞれ短大、高校、中学に進学。

これからも素直な子供に育ってほしいと願っています。

㌧

池田鉄栄さん
（七軒町）昭和25年8月1日生まれ

　バブル崩壊のつけが、私たちの仕

事にも影響しましたね。現在の大き

な社会の流れの中では、情報をきち

んとつかむことが大切ですから、人

の話を真面目に、かつ謙虚に受け止

めるよう努めるつもりです。それと

固くなりがちな頭を柔軟にしなけれ

ばなりませんね。健康にも要注意の

年齢ですから夫婦共々、若い気持ち

を保ちたいと思っています。

情
報
を
把
握

頭
は
柔
軟
で
す
ね 山田マツエさん

（下条本町）昭和13年3月10日生まれ

　根っからの「旅」好きなんです。

すばらしい出会いを見つけに、来年

もたくさん「旅」をしたい。そして、

「一期一会」、「袖すり合うも他生の

縁」なんていう言葉の「重み」みた

いなものをじっくりと考えてみたい

と思います。また、人の言葉に耳を

傾け、人の心の痛みが分かる人に、

やさしい人問になれるよう来年は人

生の再勉強の年にしたいですね。

人
生
は
出
会
い
か
ら

す
べ
て
が
始
ま
り
ま
す 井ロスミヨさん

勤
務
最
後
の
年

ベ
ス
ト
で
飾
り
ま
す

（大黒沢2）昭和13年3月26日生まれ

　再来年1月には定年を迎えます。

来年は勤務最後の年、今までもそう

でしたが、ベストで仕事に臨みたい。

花づくりが好きで菊やユリなど、い

ろいろな花を咲かせています。自分

で咲かせた花で職場を飾っているん

ですよ。定年退職したら、なかなか

一緒の時間を持てなかった主人と、

趣味を生かしながら楽しい人生を送

りたいと思っています。

2



　　　　　　　　　　　表ク

　　　　　　　　　　　彰ロ

　　　　　　　　　も状1

　　　　　　　　　らをル
　　　　　　　　　い　で
　　　　　　　　　ま

山ロ千尋ちゃんす
（稲荷町1）昭和61年6月26日生まれ

　来年は6年生。だから下級生のお

手本になるように掃除をして、学校

をピカピカにしたいです。部活もが

んばります。夏は水泳部、冬は和太

鼓部です。好きなクロールをいっぱ

いして表彰状をもらいたいです。ス

キーもうまくなりたいな。それと、

お父さん、お母さんが心配するとい

けないから勉強もがんばります。ち

ょっと欲張りすぎかな。

　　　　　　　　　　　野中

　　　　　　　　　　　球学

　　　　　　　　　楽部生
　　　　　　　　　しが

　　　　　　　　　み

　　　　　　　　　で

春日清志くんす
（樽沢）昭和61年1月17日生まれ

　野球が大好きなので中学の部活動

は野球部に入るのを楽しみにしてい

ます。守備はセカンドをやりたいで

す。算数が好きなので、数学でよい

点数がとれるように勉強もします。

妹が2人、弟が1人で僕が一番上で

す。だから中学生になったら、家の

手伝いもしようと思います。最初は

簡単な玄関の掃除から始めようと思

います。

算
数
、
国
語

背
泳
ぎ

　
が
ん
ぱ
り
ま

西山憂ちゃんす
（上田原）昭和61年9月19日生まれ

　来年は6年生。大好きな算数と苦

手な国語をがんばります。それから

水泳も、背泳ぎが上手になるように

ね。食事の後片づけは、お母さんと

おねえちゃんと順番にやっているけ

れど、これからも続けます。それに、

おねえちゃんは中学生になって忙し

くなるから、弟と妹の面倒もみよう

と思います。けんかもよくすると思

うけれど。

仕事に燃え
　　　　趣味に燃える

小林泰幸さん
（城之古1）昭和49年4月20日生まれ

　家業のエノキ工場を継いで1年

半が経ちました。最初は両親の後

ろ姿を見ながら必死に手伝ってきましたが、一通りの仕

事を覚え、今は自信をもって経営に携っています。また

今年の夏からはゴルフを始めました。以前やっていたサ

ッカーとは違い、個人のアイディアや努力次第で成果が

自分に帰ってくる点が、今の仕事に共通する魅力です。

春の訪れるころ

わが家に家族が増えます

山田みつるさん
（四日町新田3）昭和49年10月24日生まれ

　来年4月、私たち夫婦に初めて

の子供が生まれます。私は寅年生

まれで、お腹の子も寅年生まれになるんですよ。家族み

んなが「女の子だったらいいね」と言っています。先日

命名の本を購入し、名前の候補選びにとりかかっていま

す。家族が増えるってすばらしいですね。お腹の子が健

康で明るく育ってほしいと願いながら春を待ちます。

　　　　　　　　　　　新広

　　　　　　　　　　　しい
　　　　　　　　　　見い視
　　　　　　　　　　つ自野

　　　　　　　　　　け分で

春日恵子さん　い
（春日町2）昭和37年9月23目生まれ

　来年は長女が入学、次女が入園の

年です。子供たちが新しいスタート

ラインに付く年なので、自分として

も趣味に仕事に、いろいろな方面で

視野を広げる年にしたいと思います。

カッコよく言えば、新しい自分を見

つける年ということでしょうか。そ

れと、最近パンづくりに凝っていま

す。子供たちには好評なんですが、

もっと腕を上げたいと思っています。

　　　　　　　　　　　景沈
　　　　　　　　　　　気滞

　　　　　　　　　　　を気

　　　　　　　　　良押味

　　　　　　　　　いしの
　　　　　　　　　年上

福嶋　克さん1こげ
（珠川）昭和37年10月4日生まれ

　今年は景気が悪く、仕事の面であ

まり良い年とは言えませんでした。

来年は景気が上向き、すべての面で

良い年になってもらいたいと願って

います。一昨年の秋、村の鎮守様が

新築されました。その記念にという

こともあり、今年の村祭りには「奏

楽」をやったんですよ。私の担当は

笛。来年の祭りには、もっと上手に

吹けるよう練習したいと思います。

田村美代子さん
（中町）昭和25年7月18日生まれ

　今年は、あまり良いとは言えなか

ったんですよね。ですから、来年は

期待しているんです。子供の殺人事

件、銀行や証券会社が倒産するなど、

世の中も殺伐としていましたよね。
　　　　　　ばんきん
商売柄（自動車飯金、海水魚販売）、

景気が良くなって欲しいですね。お

父さんも寅年（25年5月生まれ）な

んですよ。年女、年男の二人三脚で

がんばりますよ。「ねえ、お父さん」。

年
女

年
男
二
人
で

　
　
　
フ
ア
イ
ト

3職9鵯鯛鰯号



暑注意・器

雪
下
ろ
し
で
の

　
転
落
や
投
雪
に
注
意

　
屋
根
雪
を
道
路
に
投
げ
捨
て
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を

得
ず
道
路
に
投
げ
捨
て
た
時
は
、
速

や
か
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

投
雪
の
際
は
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
配
線
・

配
管
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
冬
、
市
内
で
は
除
雪
作
業
中
の

事
故
が
3
件
発
生
し
ま
し
た
。
作
業

は
足
元
の
安
全
を
確
か
め
、
十
分
注

意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
守
ろ
う

　
　
　
運
転
者
の
心
掛
け

　
除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
違

法
駐
車
は
除
雪
作
業
の
支
障
に
な
る

た
め
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
運
転
者
は
歩
行
者
へ
の
水
は

ね
を
し
な
い
よ
う
、
気
配
り
の
あ
る

運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

滑
り
や
す
い
踏
み
切
り
、
橋
上
、
日

陰
等
で
の
事
故
防
止
に
も
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
も
ま
た
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
万
一
の
地
震
で
も
家
屋
を
守
れ
る
よ
う
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
は
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
屋
根
の
雪

下
ろ
し
や
除
雪
作
業
に
は
危
険
が
伴
い
ま
す
。
作
業
中
の

事
故
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
屋
根
の
雪

を
道
路
に
投
げ
捨
て
た
り
、
駐
車
禁
止
の
除
雪
道
路
に
車

を
止
め
た
り
す
る
禁
止
行
為
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。

必
ず
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
除
雪
作
業
を
す
る
時
は
、
必

ず
誘
導
員
を
付
け
、
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
消
防
小
屋
や

消
火
栓
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
前
に
雪

を
置
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。非

常
ロ
の
確
保
と

幼
児
や
高
齢
者
に
配
慮
を

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
て
、

自
宅
の
非
常
口
を
確
保
し
た
り
、
町

内
の
防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
除
雪
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
の
周
り

の
雪
壁
の
崩
落
や
消
雪
池
・
流
雪
溝

な
ど
へ
の
転
落
に
よ
る
事
故
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
幼
児
や
高
齢

者
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
る
よ
う
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は

　
流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
作
業
中
は
、
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開

　
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に

　
赤
い
布
な
ど
で
目
立
つ
よ
う
に
表

　
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
業

　
が
終
了
し
た
ら
速
や
か
に
ふ
た
を

　
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
ふ
た
に
付
け
て
あ
る
十
字
枠
は
、

　
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
外
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

③
流
雪
溝
の
投
雪
口
が
、
道
路
の
中

　
央
に
設
置
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
り

　
ま
す
。
交
通
の
支
障
に
な
り
危
険

　
で
す
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場

　
合
は
、
誘
導
員
を
置
い
て
作
業
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

④
中
小
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
、

　
水
上
が
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

　
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

国
・
県
道
の

　
消
雪
パ
イ
プ
の
使
用

　
国
・
県
道
の
消
雪
パ
イ
プ
は
第
2

融
雪
電
力
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
2
4
時
間
使
用
で
き
た
所
も

比
較
的
気
温
の
高
い
午
後
2
時
か
ら

3
時
と
、
午
後
4
時
か
ら
5
時
の
間

は
運
転
が
休
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
早

朝
の
通
勤
・
通
学
者
を
水
は
ね
か
ら

守
る
た
め
、
午
前
7
時
か
ら
8
時
の

間
は
運
転
が
休
止
さ
れ
ま
す
。

な
だ
れ
に
注
意

　
市
内
に
は
多
く
の
な
だ
れ
危
険
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
は
危
険
に
な
る
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
の
際
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
な
だ
れ
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
や
発
生
し
た
場
合
は
、
雪
害
対
策

室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
捨
て
禁
止
の
徹
底

　
春
先
に
な
る
と
、
除
雪
の
雪
に
混

じ
っ
て
飛
ば
さ
れ
た
空
き
缶
・
空
き

瓶
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
田
畑

の
耕
作
者
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
危
険
で
す
。
絶
対
に
空

き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
「
指
定
袋
」
以
外
で

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
収
集

さ
れ
ず
、
路
上
に
置
か
れ
た
ま
ま
に

な
り
ま
す
。
除
雪
作
業
の
支
障
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
必
ず
「
指
定

袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　
事
故
を
防
こ
う

　
小
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
毎
年

多
発
し
て
い
ま
す
。
回
転
羽
根
部
分

4

、



に
雪
が
詰
ま
っ
た
時
な
ど
に
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り

除
く
な
ど
、
事
故
防
止
に
万
全
の
注

意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
交
通
規
制
が

　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す

降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通

規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所
は
市
街
地
だ
け
で
は
な
く
周
辺

　
　
　
来
　
米
　
米
　
※
　
来
　
米
　
※
　
米
　
来
　
米
　
来
　
来
　
米

東北電力・

お願いします

の
地
区
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
悶
い
台
わ
せ

建
設
課
党
讐
利
雪
灘
策
窒
（
雪
害

難
策
室
・
辮
役
所
2
階
）
盤
騨
ー

慧
塗
1
1
肉
線
2
7
1
・
2
7
2

謙
艶
は
除
雪
セ
ン
タ
ー
（
下
島
）

饗
騨
i
2
8
9
4
へ
。

※
　
来
　
来
　
来
　
米
　
※
　
来
　
来
　
※
　
米
　
米
　
来

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時
に
は
、

　
雪
を
電
線
や
電
話
線
に
当
て
な
い

　
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
で
除
雪

　
作
業
を
す
る
人
は
、
電
線
や
電
話

　
線
の
方
に
雪
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
除
雪

　
車
を
電
線
や
支
線
に
接
触
さ
せ
な

　
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
る
と
感
電

　
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
線
が

　
切
れ
て
道
路
な
ど
に
落
ち
て
い
た

　
時
は
、
絶
対
に
触
れ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
見
つ
け
た
時
は
、

　
至
急
東
北
電
力
ま
で
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。

ム

水
道
管
・
蛇
ロ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か

副

農
」3’

　2

　　∪㌔ρ㌔祠』角，

、ψ、
》∪9圃　　　　」

》

》
哩

寒さ瀞ら

氷道管癒
　響嫌し1よう

冬
の
冷
え
込
み
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
注
意

　
月
夜
の
晩
な
ど
冷
え
込
み
が
厳
し

く
な
る
と
、
屋
内
の
水
道
管
や
蛇
口

が
凍
っ
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
十
分
な
防
寒
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

凍
結
防
止
対
策

　
凍
結
し
や
す
い
箇
所
に
保
温
材
を

巻
き
ま
す
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
、

水
分
を
吸
収
し
な
い
素
材
が
有
効
）
。

　
特
に
屋
外
や
軒
下
に
あ
る

蛇
口
は
凍
結
し
た
り
雪
の
重

み
で
破
損
し
や
す
い
の
で
十

分
な
保
護
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
に
相
談
す
る

と
、
よ
り
完
全
な
凍
結
防
止

が
で
き
ま
す
。

凍
結
し
た
と
き
は

　
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

破
裂
し
た
と
き
は

　
　
　
　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
て
か
ら
、

指
定
工
事
店
に
修
理
を
お
願
い
し
て

く
だ
さ
い
。

家
を
留
守
に

　
　
　
　
　
す
る
と
き
は

　
留
守
に
す
る
と
家
の
中
が
冷
え
込

み
、
今
ま
で
凍
結
し
な
か
っ
た
蛇
口

や
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
留
守
中
に
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と

漏
水
し
て
い
る
の
が
分
か
ら
ず
、
多

額
の
水
道
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
た
り
、
家
の
中
が
水
浸
し
に
な
る

な
ど
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
留
守
に
す
る

場
合
な
ど
、
凍
結
に
よ
る
破
裂
を
防

止
す
る
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
る
か
、
水
道

局
に
連
絡
を
し
て
休
止
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
は

　
犬
を
つ
な
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

引
つ
越
す
と
き
は

　
水
道
料
金
の
精
算
を

　
引
っ
越
し
な
ど
で
使
用
者
が
変
わ

る
と
き
は
水
道
料
金
の
精
算
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
精
算
の
連
絡
は
引
っ
越
す
5
日
前

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
局
塗
騨
ー
3
玉
1
韮
内
線

平成9年12月25日号5



「2代目ア
“』■5　ru』’8Jr　　　　　J7

　　　　　　働　　“　　“
■　　　　「◎　ダ

　　　9　　　』

一J

o　　　曾　9　榊　　囎

甲　　　　　　1　　　　　』

li

●　－』マ

．川： l　l！
曽 一

囲涯田．。
旺雌田　’

：
…

●　　　　　　1

皿　［皿

皿　［皿
口

o
：

騒
曾□

一
“

　
待
望
の
本
町
4
丁
目
（
商
店
街
振

興
組
合
・
阿
部
清
理
事
長
）
の
ア
ー

ケ
ー
ド
が
完
成
し
、
1
2
月
1
2
日
樹
に

は
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
4
7
年
に
建
設
さ
れ
た
ア
ー
ケ

ー
ド
が
老
朽
化
し
、
ま
た
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
の
開
業
、
ほ
く
ほ
く
線
の

開
通
な
ど
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る

商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し
て
取
り

組
ま
れ
た
も
の
で
す
。
平
成
7
・
8

年
度
と
調
査
計
画
・
事
業
設
計
を
行

い
、
今
年
度
に
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

　
屋
根
に
融
雪
装
置
を
付
け
た
鉄
骨

平
屋
建
で
、
東
西
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の

延
長
距
離
は
2
8
5
m
。
全
体
の
色

調
は
、
き
も
の
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
落
ち
着
い
た
も
の
に
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
町
3
丁
目
ア
ー
ケ
ー

ド
と
連
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
中

心
商
店
街
と
し
て
の
一
体
化
、
迫
力

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

幅
3
m
の
歩
道
は
輸
入
御
影
石
の
石

畳
舗
装
。
さ
ら
に
身
障
者
の
皆
さ
ん

が
歩
き
や
す
い
よ
う
に
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
を
全
面
に
設
置
。
石
柱
（
町
内
標

識
）
￥
水
飲
み
場
、
街
路
灯
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

時
計
塔
　
東
西
ア
ー
ケ
ー
ド
に
1
個

ず
つ
設
置
。
町
内
の
お
知
ら
せ
板
付

き
で
す
。

41

軒
の
協
力
の
和
で
、

　
　
　
　
　
　
開
放
感
あ
ふ
れ
る
商
店
街
に

松村隆行さん

　
皆
さ
ん
、
開
放
感
が
あ
る
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
お
客
様
も
喜
ん
で
い

ま
す
が
、
2
0
数
年
前
に
今
ま
で
の
ア

ー
ケ
ー
ド
を
造
っ
た
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
評
価
し
て

く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

完
成
し
、
関
係
者
の
だ
れ
し
も
が
3

年
間
の
苦
労
の
達
成
感
を
味
わ
い
、

こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
改
築
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は

平
成
6
年
で
す
。
老
朽
化
に
よ
り
雨

漏
り
が
す
る
箇
所
も
あ
り
、
今
や
ら

な
け
れ
ば
と
い
う
役
員
一
致
の
考
え

植込付石ベンチ　東西に各2か所設置。

ほかに木製ベンチも2か所ずつ設置し

てあります。

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
視
察
を
し
、

ま
た
会
議
や
勉
強
会
は
百
回
以
上
も

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
新
装
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
に
特
別
な
事
業
と
い
う
の
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
1
0
月
の
「
秋
の
味

覚
ま
つ
り
」
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
「
チ

ャ
カ
ポ
カ
作
戦
」
な
ど
、
今
ま
で
や

っ
て
き
た
も
の
に
創
意
工
夫
を
プ
ラ

ス
し
な
が
ら
4
丁
目
の
カ
ラ
ー
を
出

し
て
い
く
予
定
で
す
。
継
続
は
力
な

り
で
す
か
ら
。

　
私
は
縁
あ
っ
て
1
2
年
前
に
十
日
町

に
来
ま
し
た
が
、
こ
こ
の
町
内
の
人

は
、
人
情
味
が
あ
り
一
生
懸
命
で
商

売
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
コ
ン
セ
プ

ト
を
「
安
心
、
快
適
、
し
ょ
う
し
が

り
専
門
店
街
」
に
し
ま
し
た
。
お
客

様
あ
っ
て
の
私
た
ち
で
す
か
ら
。

植
栽
ツ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
　
ー
0
か
所
に

設
置
。
木
は
、
き
も
の
の
絵
柄
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
サ
ザ
ン
カ
で
す
。

6



第49回

雪
ま
つ
り
発
詳
の
地
1
0
年
2
月
2
0
日
㊧
・
2
1
日
㊤
・
2
2
日
◎

白
い
愛
の
祭
典
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
1
2
月
1
5
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い

て
「
第
4
9
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
の

実
行
委
員
会
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
事

務
局
開
き
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
高
波
企
画
委
員

長
よ
り
、
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
に
ふ

さ
わ
し
い
基
本
方
針
が
説
明
さ
れ
、

そ
の
後
、
カ
ー
ニ
バ
ル
、
雪
の
芸
術

展
、
ひ
ろ
ば
、
交
通
、
イ
ベ
ン
ト
、

収
益
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
ッ
マ
リ

ア
ン
ボ
ー
ル
、
P
R
の
各
部
会
長
か

ら
計
画
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
く

ほ
く
線
開
通
後
、
初
め
て
の
雪
ま
つ

り
で
あ
り
、
ま
た
平
成
n
年
は
大
き

な
節
目
の
5
0
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
た
計
画
案

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
で
は
、
ス
テ
ー

ジ
と
客
席
の
関
係
を
迫
力
あ
る
映
像

で
一
体
化
し
よ
う
と
、
初
の
試
み
と

し
て
ス
テ
ー
ジ
両
脇
に
3
0
0
イ
ン

チ
大
型
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
日
町
駅

西
口
広
場
を
「
雪
の
街
角
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
会
場
」
に
す
る
と
と
も
に
、

は
く
ぶ
つ
か
ん
広
場
（
市
博
物
館
前
）

に
つ
な
が
る
緑
道
を
「
雪
だ
る
ま
通

り
」
と
し
て
、
来
訪
者
か
ら
雪
道
を

歩
い
て
も
ら
い
な
が
ら
手
づ
く
り
の

雪
だ
る
ま
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
新
企
画
が
あ
り
ま
す
。

盈

翫膨ら

籔
愚

属
鵬蕪

懸
灘

　　雪上カーニバル

　　ゲストはル・クプル、辺見えみり

　ニューヨーク証券取引所を正面に配し、エンパイアステ

ートビルなどのビル群に怪獣たちが絡み合ったバーチャル

ステージ。プレイベントで、本田市長が「新未来・夢ラン

ド」と命名しました。

鱒
鯵

華

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
谷
あ
い

さ
ん
（
9
7
キ
リ
ン
生
ビ
ー
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
）
が
応
援
に
か

け
つ
け
ま
し
た
。

㌻

∂
ト

か
ス

ち
テ

啓
ツ轄紹

　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
で
帰
民
手
づ
く
り
の
雪
ま

2

諜麟難織聯纏講簾・

轡

繋鍵、
　
　
　
　
雪
ま
つ
り
の
家
族
参
加
窪
ン
ト
の
ウ
オ
ヤ
ク

魏藷繰翫帽．

禦
募
・
隣
黙
難
擁
．
、
．
記
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今
回
は
、
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
」
の
四
つ
の
事
業
と
、
そ
の

事
業
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
妻
有
郷
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
〉

　
こ
の
事
業
は
、
妻
有
郷
の
ス
テ
キ

（
自
然
、
人
、
食
、
行
事
等
）
を
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
し
、
圏
域
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
す
。

　
事
業
へ
の
関
わ
り
方
は
、
①
写
真

を
応
募
す
る
②
実
行
委
員
会
に
入
っ

て
企
画
運
営
な
ど
を
行
う
③
賞
品
を

提
供
い
た
だ
く
④
協
賛
い
た
だ
く
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
交
流
の
道
〉

　
こ
の
事
業
は
、
道
路
整
備
や
河
川

整
備
も
行
い
ま
す
が
、
既
に
各
市
町

村
の
団
体
や
個
人
が
行
っ
て
い
る
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
さ
ら
に
拡

大
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
す
。
玄
関

先
な
ど
を
花
で
飾
り
、
6
市
町
村
を

つ
な
ぐ
「
花
の
道
」
を
造
り
ま
す
。

　
事
業
へ
の
関
わ
り
方
は
、
①
花
を

植
え
る
②
維
持
管
理
し
美
し
く
咲
か

せ
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
大
地
の
芸
術
祭
〉

　
こ
の
事
業
は
3
年
に
一
度
、
国
際

芸
術
祭
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
運
営
は
実
行
委
員
会
組
織
で

行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
期
問
は
約
2
か

月
間
に
及
び
ま
す
。

　
事
業
へ
の
関
わ
り
方
は
、
①
実
行

委
員
会
に
入
り
企
画
運
営
を
行
う
②

ア
ー
チ
ス
ト
や
来
場
者
の
受
け
入
れ
、

会
場
で
の
作
業
を
行
う
③
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体

験
学
習
）
の
企
画
運
営
を
行
う
、
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
自
然
体
感
型
ふ
れ
あ
い
文
化
施
設
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
テ
ー
ジ
）

　
こ
の
事
業
は
、
圏
域
6
市
町
村
そ

れ
ぞ
れ
が
整
備
を
行
う
、
各
市
町
村

の
交
流
拠
点
で
す
。
ま
た
、
「
大
地
の

芸
術
祭
」
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
へ
の
関
わ
り
方
は
、
①
行
事

に
参
加
す
る
②
行
事
を
企
画
運
営
す

る
③
地
域
の
物
産
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を

営
業
す
る
④
体
験
教
室
を
開
催
す
る

⑤
ス
テ
ー
ジ
の
計
画
づ
く
り
に
参
加

す
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
圏

域
住
民
が
楽
し
み
、
訪
れ
て
く
れ
る

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
な
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福祉先進国北欧リポート

県女性海外派遣研修報告会

懸

撞縣妻灘覇羅榔岡纂ん

　「人間の生き方の原点とは？デンマ

ーク・スウェーデンに学ぶ」と題した

「県女性海外派遣研修報告会」が12月

6日㈲、市民会館で行われました。今

回この地域から初参加となった岡元眞

弓さんは北欧の印象を「まちが人にや

さしい、人が人にやさしい、すべてが

地球にやさしい。個人が責任を持って

個性的に生きている。家庭では男性が

ごく自然に家事に手を出している。政

治面でも女性の進出が目覚ましい」な

どと話すともに、スライドを使って成

果を報告しました。

　その後、今回の派遣団員10人の内、

関根富紀子さん（柏崎市）、西沢真知さ

ん（新潟市）、堀内一恵さん（五泉市）

の4人が、研修の成果をリレートーク

しました。

野
中
小
学
校
大
石
冬
季
分
校
が
開
校

事
冬
季
分
校
の
闘
校
を
祝
う
よ
う
に
隣
家
で
桜
朕
く
＄

　
岩
船
郡
山
北
町
の
山
熊
田
冬
季
分

校
が
今
冬
か
ら
廃
校
に
な
っ
た
た
め
、

県
内
唯
一
の
冬
季
分
校
と
な
っ
た
野

中
小
大
石
冬
季
分
校
が
1
2
月
1
日
㈲

か
ら
開
校
し
ま
し
た
。
開
校
式
で
は

渡
辺
校
長
が
「
み
ん
な
仲
良
く
力
を

合
わ
せ
、
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
児
童

一
人
ひ
と
り
が
分
校
生
活
で
の
目
標

を
話
し
ま
し
た
。
2
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
7
人
い
る
大
石
の
子
供
た
ち

は
、
二
人
の
先
生
と
一
緒
に
来
年
の

3
月
ま
で
、
4
か
月
問
を
冬
季
分
校

で
過
ご
し
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
季
分
校
の
真
向
か
い
に

あ
る
樋
口
康
和
さ
ん
宅
の
庭
で
は
、

冬
季
分
校
の
開
校
を
祝
う
か
の
よ
う

に
、
こ
の
時
期
に
は
珍
し
い
桜
の
花

が
開
花
し
て
い
ま
し
た
。

みんな仲良く勉強します

新
長
期
発
展
計
画
基
本
計
画
（
案
）
を
答
申

　
　
雲
憲
晃
書
を
付
し
て
水
野
会
長
か
ら
本
田
市
長
へ
雲

　
第
5
回
十
日
町
市
総
合
計
画
審
議

会
（
水
野
寛
男
会
長
）
が
1
2
月
8
日

㈲
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
新
十
日

町
市
長
期
発
展
計
画
基
本
計
画
（
案
）答申書を手渡す水野会長

が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
は
、

昨
年
1
0
月
7
日
付
け
で
審
議
会
へ
諮

問
さ
れ
た
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
、
そ
の
後
5
回

に
渡
る
慎
重
な
審
議
を
行
う
と
と
も

に
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
意
見
書
と
し
て
付
し
、
本
田
市

長
に
手
渡
さ
れ
た
も
の
で
す
。
意
見

書
は
A
4
版
3
ぺ
ー
ジ
に
渡
る
も
の

で
、
市
で
は
こ
の
意
見
書
に
基
づ
き
、

基
本
計
画
（
案
）
に
訂
正
を
加
え
、

来
年
度
か
ら
こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
詳
細
は
、
市
報
1
月

10

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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万引きが急増
　「非行の始まり」といわれる万引き

が急増しています。特に女子高生の万

引きは前年比で3倍になっています。

家庭・学校・地域内での未然防止を

お願いします。

・おもしろ半分でも

　「万引き」はドロボウ！

万引きは犯罪です。たとえ見つから

なくても、見つかってから品物を返し

たり、お金を払っても、窃盗（ドロボ

ウ）になります。

非行少年の窃盗補導状況　（11月末現在）

隼敬 総数

欝墾　・鑑縫

琳
誹

ノ暴

学
鑑

廟
学
生

高
校
隻

餐そ
騨
校
弛

9無 85（53） 8（3） 130 59（48） 1（1） 81（52）

薄引 67（51） 8（3） 50 52（46） 1（1） 66（50）

魯舞i 56（25） 4（）15（4） 29（17） 1（1） 49（22）

源引 46（24） 30 11（4） 25（16） 1（1） 40（21）

　　　　　（）内は女子で内数
　・　　　　鐙じ薯、　　　・

襲フ。

響

大沢山トンネル塩沢側に続き

十日町側からも掘削開始

主要地方道「十日町当間塩沢線」大

沢山トンネル（十日町側）の起工式が

12月18日㈱、現地に関係者ら多数が参

列して行われました。

　「十日町当間塩沢線」は市内馬場か

ら当間高原を抜け、塩沢町舞子地内に

至る延長21kmの幹線道路。しかし、途

中に当間高原という難所があり、冬期

間の交通を妨げていました。大沢山ト

ンネルの掘削工事は、この難所解消の

ために行われる工事です。平成4年度

には塩沢側から掘削を開始、さらに早

期完成を図るため、建設省が新たに創
　　　　　　　　　きょうりょう設した「交流ふれあいトンネル・橋梁

整備事業」の認定を受け、今回十日町

側からの掘削が始められたものです。

トンネルの総延長は2，690m、全幅8．5

mで、総事業費12億円が投じられます。

田口博士（市内出身）が

アメリカの「自動車殿堂』入り

品質管理研究の世界的権威で理学博

士の田口玄一さん（田中町本通り出身・

73歳）が、アメリカの「自動車殿堂」

入りをしました。この殿堂は、アメリ

カの自動車産業の発展や経済・社会に

貢献した人を表彰しているもので、日

本では故本田宗一郎氏（本田技研工業

の創業者）、豊田英二氏（トヨタ自動車

名誉会長）に次いで3人目の快挙です。

田口博士は独自の品質管理法「タグチ・

メソッド」の生みの親として、国内外

で評価されています。

また、今回の殿堂入りを記念して、

「田口玄一先生の受賞を祝う会」が組

織され、12月9日㈹には東京ヒルトン

ホテルを会場に、「米国自動車殿堂入り

受賞記念講演会・祝賀会」が多くの関

係者らを集めて開催されました。

譲羅籔

ハ
の
交
通
事
故

飲
溺
運
転
　
絶
対
し

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
年

『
、
飲
酒
運
転
等
に
よ
る
重

多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

．
中
、
1
2
月
1
1
日
～
31
日
の

市
内
で
も
年
末
の
交
通
事

動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
初
日
に
あ
た
る
1
1
日
夜

白
町
警
察
署
を
は
じ
め
関

団
体
が
4
班
に
分
か
れ
て

食
店
を
回
り
、
飲
酒
運
転

び
か
け
る
文
書
・
ス
テ
ッ

希
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
に
お
け
る
交
通
事
故

［
1
1
月
末
現
在
で
4
人
、
飲

よ
る
事
故
も
6
件
発
生
し
、

ど
も
博
物
館
」

こ
れ
こ
そ
世
界
に
㎜
つ

ぢ
に
体
験
を
通
し
て
昔
の

一
活
の
知
恵
を
学
ん
で
も
ら

平
成
元
年
に
始
め
ら
れ
た

博
物
館
」
が
1
2
月
1
3
日
㈹
、

　
　
　
　
　
　
　
　
，
㌔
壷
ホ

「
子

　
　
㌻

　
子
供
た

文
化
や
生

お
う
と
、

「
子
ど
も

で
し
め
縄
づ
く
り

し
か
な
い
私
の
し
め
縄
餐

　
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
昨
年
は
都
合
で
中
止
と
な
り
、
2

　
年
振
り
の
開
催
。
夏
は
「
昆
虫
採
集
」

　
　
　
ま
が

　
と
「
勾
玉
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
し

　
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
「
し
め
縄
づ

　
く
り
」
。
当
日
参
加
し
た
2
5
人
の
子
供

　
た
ち
は
、
講
師
の
鐙
坂
老
人
ク
ラ
ブ

　
「
寿
会
」
と
赤
倉
の
お
年
寄
り
た
ち

　
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
「
し
め
縄

　
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
苦
心
し
て
出
来
上
が
っ
た
「
し
め

　
縄
」
は
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
も
の
。

　
「
家
の
玄
関
に
飾
る
ん
だ
」
と
子
供

　
た
ち
は
満
足
そ
う
で
し
た
。

年
末
（

　
　
～
飲

　
何
か
と
飲

末
年
始
は
、
一

大
事
故
の
多

こ
う
し
た
中

期
間
中
、
市

故
防
止
運
動
、

　
運
動
期
問

に
は
、
十
月

係
機
関
・
団

市
街
の
飲
食

防
止
を
呼
び

カ
ー
の
配
布

　
今
年
、
市

死
亡
者
は
1
1
一

酒
運
転
に
占

運転者にはお酒を出さないで

防
止
運
動
実
施
中

な
い
が
　
合
い
欝
葉
～

　
9
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
悲
惨
な

　
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も

　
「
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
を
厳
守
し
ま

　
し
ょ
う
。

9平成9年12月25日号



TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

田村正六さん（学校町1）

　
人
は
定
年
を
迎
え
る
と
、
自
分
ら

し
い
第
2
の
人
生
に
思
い
を
巡
ら
せ

ま
す
。
私
は
退
職
後
に
「
会
社
か
ら

も
完
全
に
抜
け
き
れ
ず
、
一
方
社
会

に
も
完
全
に
う
ち
溶
け
ら
れ
な
い
」

半
端
な
時
問
を
過
ご
す
よ
り
も
、
今

一
度
自
分
の
肩
書
き
や
人
脈
が
全
く

通
じ
な
い
新
境
地
で
、
今
後
の
目
的

を
発
見
し
、
そ
れ
を
ゼ
ロ
か
ら
組
み

立
て
た
い
と
い
う
情
熱
に
か
ら
れ
た

の
で
す
。
そ
し
て
平
成
8
年
の
春
に

定
年
退
職
を
し
た
後
、
同
年
9
月
2
8

日
か
ら
今
年
1
1
月
3
日
ま
で
の
1
年

2
か
月
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ

　　　　　　●
今月のテーマは、

「’97わたしのこの一年」です。

　「十日町の冬の風物詩、節季市」

　長い歴史を持つ節季市。この節季市

を、様々な面で盛り上げ、支えてくれ

ている人たちから、節季市への思いな

どを語っていただきます。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　1月10日㈲までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

輝
く
第
2
の
人
生
に
向
け
、

リ
ズ
ベ
ン
で
6
6
歳
の
語
学
留
学
生
と

し
て
多
く
の
見
聞
を
積
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ざ
語
学
学
校
に
行

っ
て
も
最
初
の
1
週
間
は
周
囲
が
話

し
て
い
る
こ
と
が
何
も
分
か
ら
な
い
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も
簡
単
な
単
語

を
並
べ
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
1
3

歳
か
ら
2
5
歳
の
同
級
生
と
机
を
並
べ
、

時
に
入
れ
歯
を
飛
ば
し
な
が
ら
も
必

死
に
語
学
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
語

学
に
完
壁
と
い
う
も
の
が
な
い
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
私
の
語
学
力
、
特
に

リ
ス
ニ
ン
グ
は
壁
を
乗
り
越
え
た
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
私
に
は
も
う
一
つ
、
語
学
を
磨
く

と
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

，
と
接
触
し
、
体
験
を
重
ね
る
と
い
う

目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
出
会

う
人
に
は
、
郷
土
紹
介
を
兼
ね
た
名

刺
を
手
に
「
ど
う
ぞ
シ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ

と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
国

や
世
代
を
超
え
た
交
流
を
し
て
き
ま

66

歳
の
豪
州
留
学
生

し
た
。
そ
の
一
つ
が
写
真
に
も
あ
る

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
す
。
地
元
紙

の
全
面
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
後
記
事
を
見
た
人
た
ち
と
数
え
き

れ
な
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
国
し
た
今
、
ト
ラ
ン
ク
に
は
入

り
き
れ
な
い
思
い
出
と
夢
と
希
望
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は
体
験
の
す
べ

て
を
手
記
に
残
す
予
定
で
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

⑳　　いちぱんいいて

東京都狛江市中和泉1－18－3（中里村出身・43歳）巌さん村山

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
会
社
の
同
僚
や
近

所
の
人
か
ら
「
野
沢
菜
漬
け
」
の
お
土
産
を
も

ら
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
「
野
沢

菜
漬
け
」
は
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
た
「
漬
け

菜
」
と
は
全
く
別
物
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
し
よ

　
n
月
に
入
り
、
男
衆
が
雪
囲
い
を
始
め
る
と
、

女
衆
の
仕
事
は
野
沢
菜
を
川
な
ど
の
水
場
で
洗

う
こ
と
で
し
た
。
手
を
赤
く
し
な
が
ら
洗
い
、

大
き
な
木
桶
に
漬
け
、
漬
か
る
と
そ
の
都
度
桶

か
ら
取
り
出
し
て
春
ま
で
食
べ
る
。
味
が
徐
々

に
変
わ
り
、
「
漬
け
菜
」
か
ら
春
の
訪
れ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
水
道
の
水
を
使
っ

て
洗
い
、
桶
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
、
大
き

さ
も
は
る
か
に
小
さ
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
味
は
昔
の
ま
ま
で
、
こ
れ
が
不

思
議
で
す
。

　
私
は
田
舎
を
離
れ
て
2
5
年
。
子
供
た
ち
（
息

子
1
3
歳
、
娘
9
歳
）
は
、
東
京
生
ま
れ
の
東
京

育
ち
で
、
故
郷
は
狛
江
市
で
す
。
私
の
実
家
に

は
、
お
盆
と
正
月
に
そ
れ
ぞ
れ
2
日
程
度
泊
ま

る
だ
け
。
好
き
な
も
の
は
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
や
ド

リ
ア
で
、
お
土
産
の
「
野
沢
菜
漬
け
」
が
食
卓

に
並
ん
で
も
私
た
ち
の
食
べ
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
と
い
う
顔
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
「
漬
け
菜
」
が
届
く
と
箸
を
出
し
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
口
に
入
れ
ま
す
。
私
の
知

ら
な
い
内
に
、
子
供
た
ち
は
実
家
の
味
を
覚
え

ま
し
た
。
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
伝
え
る
も
の

を
持
て
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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上田瑠架さん（中条中3年・中条新田）

　
陸
上
は
小
学
校
6
年
生
の
時
に
音

楽
の
ク
ラ
ブ
と
か
け
も
ち
で
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
条
中
学
校
で
は

春
か
ら
秋
は
毎
朝
約
1
0
㎞
の
走
り
込

み
と
、
ス
ピ
ー
ド
・
持
久
力
を
付
け

る
た
め
の
夕
方
の
練
習
を
こ
な
し
て

き
ま
し
た
。
冬
場
は
夕
方
の
2
・
3

時
間
、
雪
で
狭
く
な
っ
た
除
雪
道
路

を
走
っ
て
体
力
づ
く
り
の
練
習
を
積

ん
で
き
た
ん
で
す
よ
。

　
長
距
離
の
世
界
で
は
雪
の
降
ら
な

い
九
州
な
ど
に
強
豪
校
が
ひ
し
め
い

声
援
を
胸
に
、

て
い
ま
す
。
よ
く
「
雪
は
ハ
ン
デ
」
と

い
わ
れ
る
け
れ
ど
、
私
は
そ
う
は
思

い
た
く
な
い
ん
で
す
。
で
す
が
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
勝
つ
に
は
記
録
と

い
う
結
果
で
し
か
示
せ
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
今
年
は
北
信
越
大
会
、
全
中
大
会
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
1
5
0

0
m
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
上
信
越
対
抗
で

は
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
ー
位
の
栄
冠
を

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
優
勝
や
入
賞
の
喜
び
に
加

え
、
私
に
は
今
年
、
心
か
ら

う
れ
し
か
っ
た
出
来
事
が
二

っ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

は
、
北
信
越
大
会
の
1
5
0

0
m
で
の
自
己
ベ
ス
ト
の
更

新
で
す
。
大
会
と
い
う
目
標

を
目
指
し
て
苦
し
い
練
習
を

続
け
て
き
た
成
果
が
、
大
会 夢

は
都
大
路
へ
と
続
く

本
番
で
実
る
喜
び
は
何
も
の
に
も
換

え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
も

う
一
つ
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
温
か
な
応
援
で
す
。
全
中

大
会
で
は
親
し
い
先
輩
・
後
輩
2
人

が
、
思
い
が
け
ず
会
場
に
、
寄
せ
書

き
の
入
っ
た
横
断
幕
を
手
に
応
援
に

か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
今
年
の
思
い
出
を
胸

に
、
私
の
夢
は
高
校
駅
伝
の
都
大
路

へ
と
続
き
ま
す
。

煮
脊桑グ恥

ヴー

■⑬

ア詫部騨巖藍漸謂欝鴇
しい縫製の会社です。また、私の趣味の一つ

が洋裁なんですよ。休みの日はファッション

雑誌を見ながら、気に入った服があると自分

で作ったりします。ですから好運にも私は趣

味と仕事が一致しているんです。いつも明る

い雰囲気の中で、最新の流行を相手に楽しく

仕事をしています。

冬はスキーと昨年から始めたスノーボード

、に熱中しています。足が固定され、なか

なかうまくいきません。でもアウトドアが大

好きなので、当間のナイターにも出かけます。

最近の冬は暖冬が続き、十日町らしいホワイ

トクリスマスにならなくてとても残念ですね。

晶まつりには、ボランティアガイドとして
≡1毎年参加しています。全国各地から来て

くださるお客さまに説明をしてあげて、最後

に「ありがとう」と言われると、雪の降る中で

も、とっても温かい気持ちになれるんですよ。

※父の日・母の日にも自作の洋服をプレゼントするという高

野さんの紹介で1次回は佐藤秀繁さんにバトンタッチ。

　　　　〆　　　　のぜ

o　　！　ノ
ト　〆覇，〆
＼こ9翰

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
…
…
…

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

a
O
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

カ
ル
ロ
・
ア
ッ
デ
ィ
ス
氏
を

　
　
　
　
ネ
ス
パ
ス
で
送
る

　
以
前
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

西
新
橋
に
あ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
主
催
で
「
新
潟
を
考
え
る
会
」

を
今
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
テ
ー
マ
は
”
雪
を
活
用
し

更
に
地
域
活
性
化
が
で
き
な
い
か
”

と
い
う
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　
1
2
月
1
日
の
第
3
回
目
は
、
十

日
町
に
地
域
を
限
定
し
ま
し
た
の

で
、
十
日
町
か
ら
雪
⑳
問
題
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
議
会
議

員
の
樋
口
利
明
氏
ら
お
二
人
を
お

招
き
し
、
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
の
席
上
、
次
回
は
雪
の

一
番
多
い
時
期
に
十
日
町
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
に
出
席
し
て
い
た
ネ
ス
パ
ス
・

表
参
道
・
新
潟
館
の
斎
田
館
長
か

ら
「
明
日
も
同
じ
よ
う
な
集
ま
り

が
あ
る
か
ら
ネ
ス
パ
ス
に
来
な
い

か
」
と
お
誘
い
を
受
け
行
っ
て
み

る
と
、
イ
タ
リ
ア
貿
易
振
興
会
東

京
事
務
所
副
所
長
カ
ル
ロ
・
ア
ッ

デ
ィ
ス
氏
が
1
月
に
帰
国
さ
れ
る

の
で
、
親
し
い
方
々
数
人
で
私
的

な
送
別
会
と
の
こ
と
で
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
十
日
町
市
は
コ

モ
市
と
姉
妹
都
市
だ
か
ら
声
を
か

け
た
と
の
こ
と
。
カ
ル
ロ
さ
ん
か

ら
、
2
0
数
年
前
コ
モ
市
の
使
節
団

が
十
日
町
を
訪
問
し
た
際
、
通
訳

と
し
て
参
加
し
て
い
た
と
伺
い
ま

し
た
。
当
時
は
ま
だ
学
生
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
帰
国
後
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
ご
記
憶
の
あ
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
事
務
所

が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東

京
十
日
町
会
副
会
長
の
岡
村
チ
ヨ

（
旧
姓
水
野
・
水
野
町
出
身
）
さ
，

ん
と
い
う
文
化
服
装
学
園
に
お
勤

め
の
方
が
い
ま
す
。
こ
の
度
、
福

祉
事
務
所
に
「
高
齢
者
や
身
体
の

不
自
由
な
人
に
や
さ
し
い
服
作
り
」

と
い
う
本
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
岡
村
さ
ん
は
、
n
月
2
1
日

に
社
会
通
信
教
育
の
振
興
と
社
会

通
信
教
育
協
会
の
発
展
に
尽
力
し

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
で
、

働
社
会
通
信
教
育
協
会
か
ら
表
彰

さ
れ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
て
お
き

ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　1月9日樹
②交通事故相談　　　　1月12日（月）

③巡回内職相談　　　　1月16日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

士
士
　
　
　
　
。

護
護
　
　
　
約

弁
弁
時
室
予

彰
覚
篠
腰

林
野
午
民
課

小
真
～
市
活

　
　
　
分
所
生

㈲
㈱
3
0
役
民

8
2
2
1
：
で

　
　
　
後
場
話

1
　
　
午
会
電

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
児
童
扶
養
手
当

　
父
と
生
活
を
一
緒
に
し
て
い
な
い
児
童

に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。
手
当
は
1
8
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
・
監
護
す
る
母
、

ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

5
年
を
経
過
す
る
と
、
認
定
請
求
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

笏
対
象
児
童
H
①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
遺
棄
、
死
亡
し
た
児
童
（
父
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
年
金
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
除
く
）
③
父
が
重
度
の
障
害
者
で

あ
る
児
童
（
年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ
た

場
合
を
除
く
）
④
未
婚
の
母
の
児
童
（
父

か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
を
除
く
）
、
そ
の
他
、

父
が
生
死
不
明
の
児
童
、
父
が
拘
禁
中
の

児
童
等
。
た
だ
し
、
右
記
に
該
当
し
て
も
、

そ
の
児
童
の
母
親
が
事
実
婚
を
し
て
い
る

場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
笏
所
得
制
限

口
母
、
養
育
者
等
の
所
得
に
よ
り
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。
笏
手
当
月
額
H
1
人
目

…
4
1
、
3
9
0
円
、
2
人
目
…
5
千
円

を
加
算
、
3
人
目
か
ら
は
、
1
人
増
す
ご

と
に
3
千
円
加
算
笏
問
合
せ
H
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

　
2
0
歳
未
満
の
心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

勿
手
当
月
額
H
1
4
、
2
7
0
円
笏
問
合

せ
判
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

　
2
0
歳
以
上
の
心
身
に
最
重
度
の
障
害
を

二
つ
以
上
持
つ
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
笏
手
当
月
額
判
2
6
、
2
3
0
円
笏

問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度

の
障
害
を
持
つ
児
童
を
在
宅
で
監
護
し
て

い
る
親
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
勿
手
当
月
額
U
1
級
”
5
0
、
0
0

0
円
、
2
級
H
3
3
、
5
3
0
円
笏
問
合

せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。
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雷崇薗町市観発精報57・0500
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◆
重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

　
6
5
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者
を

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
笏
手
当
月
額
H
5
千
円
笏
問
合
せ
H

健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

　
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
の
人
や
痴
呆
の

人
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
や
施
設
入
所
の

期
間
を
除
く
。
笏
手
当
月
額
H
5
千
円
笏

問
合
せ
U
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
へ
。

か
け
ま
せ
ん
か

獺お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
H
1
月
2
2
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

11
時
3
0
分
纏
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

笏
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。

　
　
ゐ
　

懸
講

　
禰
　
　
叢

　
纏

麟
・
灘

騨
・
懸

撚
愚
、

・
ゴ
ー
ゴ
ー

『
ほ
く
ほ
く
線
⑲

．
冷
暖
房
完
備
の
待
合
室
完
成

㎜
利
用
者
の

　
　
立
場
に
立
っ
た
駅
整
備

　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
十
日
町
駅
コ
ン
コ
ー
ス
（
そ
ば
店
・
雪
中
庵
奥
）
に

冷
暖
房
完
備
の
待
合
室
が
完
成
し
、
1
2
月
2
3
日
㈹
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
ほ
く
ほ
く
線
」
十
日
町
駅
の
高
架
下
で
は
駐
車
場
の
増
設
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
完
成
は
、
来
年
の
2
月
2
3
日
の
予
定
で
、
完
成
す

る
と
さ
ら
に
約
4
0
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

年
末
・
年
始
の
臨
時
列
車

◆
特
急
は
く
た
か

　
は
く
た
か
81
号

　
は
く
た
か
8
3
号

　
は
く
た
か
82
号

　
は
く
た
か
84
号

◆
普
通
例
車

①
十
日
町
駅
発

　
町
行
の
、

②
十
日
町
駅
発

（
12
月
2
6
日
～
1
月
4
日
、

　
（
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
41
）

土
曜
日
・
休
日
運
転
列
車
が
平
日
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

（
1
2
月
30
日
・
31
日
、
ー
月
3
日
～
5
日
）

越
後
湯
沢
行
（
十
日
町
駅
発
11
“
44）

越
後
湯
沢
行
（
十
日
町
駅
発
1
8
“
3
6
）

金
沢
行
（
十
日
町
駅
発
1
5
“
38
）

金
沢
行
（
十
日
町
駅
発
1
8
“
2
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
月
旧
日
～
侶
日
）

“
0
0
）
六
日
町
行
、
六
日
町
駅
発
（
1
2

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
“
0
0
、
1
8
H
O4
）

　
六
日
町
行
の
列
車
が
、
そ
れ
ぞ
れ
越

　
後
湯
沢
行
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

ご
応
募
く
だ
さ
い
「
ほ
く
ほ
く
線
百
景
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
締
切
り
が
1
月
2
0
日
㈹
と
近
づ
き
ま

し
た
。
応
募
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、

お
早
め
に
市
商
工
観
光
課
（
織
物
会
館

内
奮
52
1
5
5
6
9
）
ま
た
は
お
近
く

の
新
潟
フ
ジ
カ
ラ
ー
取
扱
店
へ
。

十
日
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◆
㈹
十
日
町
寿
福
祉
会
施
設
職
員
募
集

笏
職
種
”
療
母
（
父
）
若
干
名
（
1
0
年
4

月
採
用
予
定
）
笏
応
募
資
格
H
①
昭
和
32

年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
②
普
通

自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
人
③
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人
が
望
ま
し
い

笏
試
験
日
一
2
月
1
4
日
ω
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
三
好
園
・
筆
記
試
験
、
作
文
、

面
接
）
笏
提
出
書
類
H
①
職
員
採
用
試
験

申
込
書
②
卒
業
証
書
の
写
し
ま
た
は
卒
業

証
明
書
（
ま
た
は
卒
業
見
込
書
）
③
免
許
、

資
格
を
有
す
る
証
明
書
の
写
し
④
健
康
診

断
書
⑤
返
信
用
封
筒
1
通
（
8
0
円
切
手
を

は
り
、
住
所
・
氏
名
を
明
記
）
笏
申
込
み

．
H
1
月
2
6
日
㈲
（
土
・
日
曜
、
年
末
・
年

始
を
除
く
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
3
0

分
、
郵
送
の
場
合
は
2
6
日
の
消
印
有
効
）

ま
で
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園

（
〒
蜘
ー
8
6
十
日
町
市
下
条
3
丁
目
4
8

5
1
1
智
5
6
1
2
1
0
6
）
へ
。

◆
知
的
障
害
者
施
設
「
な
か
ま
の
家
」
職

隼業・華始ぽ
　　謹み収集を休みま騰

　12月3蝦㈱・報月4、国㈱蒙懇の間、

ざ霧収集饗休轟繋誘．12月鱒瞬㈲・調

田㈹は平欝どおゆ収集を行》）ます。持

ち込み懇饗る場合は皐め庭お願鱒し蒙

す。笏聞合せ謹棄国町甫鯛爾町衛盤施

設縄合1纏52－3麗4》《。

員
募
集
　
笏
職
種
H
指
導
員
（
男
子
）
1

人
（
1
0
年
2
月
1
日
採
用
予
定
）
笏
応
募

資
格
H
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か
ら
52
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
高
校

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
証
所
持
者
笏
試
験
日
ロ
ー
月
2
5

日
㈲
（
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
・
一
般
教

養
・
作
文
・
面
接
）
笏
申
込
み
H
1
月
1
9

日
㈲
（
郵
送
の
場
合
は
1
月
2
0
日
㈹
必
着

の
こ
と
）
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
（
な

か
ま
の
家
に
あ
り
ま
す
）
を
記
入
し
、
添

付
書
類
（
成
績
証
明
書
・
運
転
免
許
証
の

写
し
）
と
一
緒
に
「
な
か
ま
の
家
」
（
〒
圏

ー
㎝
川
西
町
大
字
上
野
甲
2
8
9
6
－
2

智
6
8
－
4
0
1
3
）
へ
。

◆
火
災
予
防
標
語
の
募
集

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の

嶽
い
町
を
願
い
、
防
火
の
関
心
が
高
ま
る

よ
う
な
火
災
予
防
標
語
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
笏
テ
ー
マ
H
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

る
標
語
笏
応
募
資
格
H
十
日
町
市
・
中
魚

沼
郡
・
松
代
町
・
松
之
山
町
に
在
住
す
る

人
笏
応
募
方
法
H
①
未
発
表
の
作
品
で
1

人
1
点
②
一
般
作
品
（
中
学
生
以
上
）
と

小
学
生
以
下
の
作
品
に
分
け
て
募
集
③
官

製
は
が
き
に
標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
笏
応
募

先
H
2
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
地
域
消

防
本
部
予
防
課
（
〒
脇
十
日
町
市
大
字
北

新
田
1
1
1
0
奮
5
7
1
1
5
5
5
）
へ
。

◆
「
花
と
緑
の
体
験
型
催
事
」
講
師
募
集

　
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ

ア
で
は
、
「
花
」
や
「
緑
」
の
文
化
に
興
味

の
あ
る
人
や
、
花
緑
に
関
す
る
新
た
な
技

術
や
知
識
を
習
得
し
、
そ
の
楽
し
み
方
を

深
め
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
体
験
講
座
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
体
験
型

催
事
を
開
き
ま
す
。
こ
の
「
花
と
緑
の
体

験
型
催
事
」
の
講
師
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

縁
申
込
み
ロ
ー
月
31
日
q
ゆ
ま
で
に
建
設
課

都
市
計
画
係
へ
。

◆
十
日
町
市
消
防
団
合
同
出
初
式

籔
目
時
“
1
月
4
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

10
時
笏
場
所
H
市
民
体
育
館
笏
参
加
者
目

全
分
団
の
班
長
以
上
が
出
席
笏
問
合
せ
H

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
事
務
局
（
智

57
1
1
5
5
5
）
へ
。

◆
「
十
日
町
市
の
あ
ゆ
み
」
配
布
遅
延
の

お
わ
び
　
今
年
2
月
に
配
布
希
望
者
を
と

り
ま
と
め
た
「
十
日
町
市
の
あ
ゆ
み
」
は
、

編
集
作
業
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
刊
行
が

来
年
3
月
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
の
は
、
3
月
末
こ
ろ
に
な
る
予

定
で
す
。
配
布
の
遅
延
を
お
わ
び
し
ま
す
。

笏
問
合
せ
H
博
物
館
（
市
史
編
さ
ん
室
盈

57
－
5
5
3
1
）
へ
。

◆
表
札
の
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
最
近
、
新
郵
便
番
号
制
実
施
に
合
わ
せ

て
、
「
郵
便
局
が
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
」
と

い
う
話
法
で
、
業
者
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、

表
札
の
販
売
を
す
る
と
い
う
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
販
売
は
郵
便
局

と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
中
小
企
業
金
融
相

談
窓
ロ
　
県
で
は
、
景
気
の
低
迷
が
一
段

と
強
く
な
っ
て
い
る
中
、
中
小
企
業
者
へ

の
金
融
情
報
の
提
供
や
相
談
に
応
じ
る
た

め
、
「
中
小
企
業
金
融
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
移
設
置
場
所
H
新
潟
県
庁
1
1

⑲

家
庭
児
童
相
談
員
を

　
　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

　
社
会
福
祉
事
務
所
に
は
、
二
人

の
家
庭
児
童
相
談
員
が
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
員
が
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
ご
案
内
し
ま
す
。

Q
　
主
に
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

　
ま
す
か
。

A
　
①
月
1
回
行
わ
れ
る
乳
幼
児

　
健
診
（
1
歳
半
・
2
歳
半
・
3

　
歳
半
）
で
子
育
て
に
つ
い
て
の

　
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
②
月
2
回
、
第
2
・
4
の
月
曜

　
日
に
「
遊
び
の
教
室
」
を
、
第

　
1
・
3
木
曜
日
に
「
お
も
ち
ゃ

　
図
書
館
」
を
開
催
し
、
遊
び
な

　
が
ら
子
育
て
に
つ
い
て
様
々
な

　
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

　
③
週
1
回
つ
く
し
園
（
身
心
障

　
害
児
通
所
施
設
）
を
訪
問
し
て

　
い
ま
す
。

　
④
必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
や

　
保
育
所
訪
問
を
し
て
い
ま
す

Q
相
談
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

　
こ
と
で
す
か
。

A
　
①
言
葉
が
遅
い
。

　
②
集
団
の
輪
の
中
に
入
れ
な
い
。

　
ま
た
動
き
回
っ
て
困
る
。

　
③
指
し
ゃ
ぶ
り
、
お
む
つ
が
と

　
れ
な
い
な
ど
、
生
活
習
慣
上
の

　
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
相
談
の
対
象
は
ど
ん
な
人
た

　
ち
で
す
か
。

A
　
就
学
前
の
子
供
た
ち
の
相
談

　
が
主
で
す
が
、
小
・
中
学
生
（
不

　
登
校
）
、
1
8
歳
ま
で
の
青
少
年
も

　
あ
り
ま
す
。

Q
様
々
な
問
題
の
解
決
方
法
は

　
ど
う
や
っ
て
い
ま
す
か
。

A
　
悩
み
を
よ
く
聞
い
て
や
り
、

　
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で

　
解
決
で
き
な
い
と
き
に
は
専
門

　
機
関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Q
一
番
苦
労
す
る
の
は
ど
ん
な

　
場
合
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
り

A
　
短
時
間
で
相
談
に
応
じ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
乳
幼
児
健
診
な

　
ど
で
す
。

Q
相
談
を
受
け
る
に
は
ど
う
し

　
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

A
　
乳
幼
児
健
診
な
ど
で
は
そ
の

　
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ

　
以
外
の
と
き
は
、
健
康
福
祉
課

　
児
童
家
庭
係
の
相
談
員
へ
。

Q
相
談
者
に
希
望
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
か
。

A
　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
が

　
あ
り
ま
し
た
ら
一
人
で
悩
ま
な

　
い
で
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
こ
と

　
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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一
●

罵　■

階
（
県
商
工
労
働
部
商
工
振
興
課
金
融
係
）

鯵
受
付
時
間
H
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
・
1
2
月
31

日
・
1
月
2
日
を
除
く
）
傷
電
話
番
号
H

幡
－
獅
1
6
8
8
7
ま
た
は
晒
－
獅
ー
6

9
6
6
へ
。

岬櫛

加
し
ま
せ
ん
か

え
邸
ろ
ん

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

雛
日
時
・
内
容
H
1
月
1
3
日
㈹
“
小
正
月

の
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
、
2
9
日
㈱
“
ヘ
ル
シ

ー
な
和
風
料
理
、
両
日
と
も
午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
1
時
3
0
分
霧
場
所
H
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
雛
参
加
費
H
5
百
円
霧

定
員
H
1
8
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
纏

申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
盈
52

－
3
1
0
7
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
新
春
初
泳
ぎ
〉

窃
目
時
H
1
月
4
日
㈲
午
後
1
時
～
4
時

籔
場
所
“
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
傷
料
金
“
無
料
傷
申
込
み
H

十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
智
58
1
3
3
4
3
）
へ
。

〈
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
〉

笏
日
時
H
2
月
8
日
㈲
午
前
9
時
～
（
8

時
受
付
開
始
）
骸
参
加
費
“
5
百
円
（
リ

レ
ー
は
ー
チ
ー
ム
千
円
）
鯵
種
目
・
会
場

H
▼
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
①
小
学
3
年

以
下
男
女
②
小
学
4
年
男
女
③
小
学
5
年

男
女
④
小
学
6
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
高

校
男
女
⑦
3
0
歳
未
満
男
女
⑧
3
0
歳
以
上
男

女
…
下
条
中
峰
ス
キ
ー
場
▼
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
①
小
学
3
年
男
女
（
3
㎞
）
②
小

学
4
年
男
女
（
3
㎞
）
③
小
学
5
年
男
（
3

㎞
）
女
（
3
㎞
）
④
小
学
6
年
男
（
3
㎞
）

女
（
3
㎞
）
⑤
中
学
男
子
（
1
0
㎞
）
⑥
中

学
女
子
（
5
㎞
）
⑦
小
学
男
子
リ
レ
ー
（
3

㎞
×
4
人
）
⑧
小
学
女
子
リ
レ
ー
（
3
㎞
×

3
人
）
⑨
中
学
男
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×
4

人
）
⑩
中
学
女
子
リ
レ
ー
（
3
㎞
×
3
人
）

…
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
⑫
申

込
み
H
1
月
1
3
日
㈹
ま
で
に
所
定
の
申
込

用
紙
を
記
入
し
総
合
体
育
館
（
智
52
－
4

3
7
7
）
へ
。

※冬道を安全に走行しましょう
“雪国人”だから実践したい「雪道運転10の心構え」

①冬用タイヤに早めに交換！

　4輪とも同種のタイヤを装着しましょう。タイヤの混
　用は、制動の仕方や車体の思わぬ動きにつながります。

②早めに出発・時間的に余裕をもって！

　雪の朝は、事故等により思わぬ渋滞があったりするも

　のです。

◎同乗者や積荷の有無を意識して！

　車重が重ければ思いほど制動距離は伸び、遠心力も大

　きくなります。

④パンドルとブレーキ・アクセルを同時に操作しない！

　カーブでの同時操作は、スピンやコースアウトの原因

　になります。

⑤ギアチェンジはコーナー・坂道の手前で！

　カーブの途中のギアチェンジは、急な減速など、思わ

　ぬ動きをまねきます。

◎合図は早めに！

⑦ブレーキのポイントは夏場の2倍以上に
　冬道、凍結路などでは、制動距離が伸びます。夏場の

　道路より2倍以上手前で操作したいものです。

◎ブレーキは軽く、タイヤロックをさせない
　強いブレーキングは、スリップ・スピンの原因です。

◎ライト類の除雪はこまめに

　特に夜間、着雪によりライトが見えにくくなることが

　あります。こまめに確認しましょう。

⑩チェーン・装備品は忘れずに

※年頭にあたり家族みんなで
　　　　　　　　交通安全を誓いましょう

o長時間の路上駐車はやめましょう

○交通事故が発生したら直ちに警察署に届け出をし

　ましよう。

11月中の交通事故発生状況　　　（）累計

隼 発盤欝数 負傷繕数 麗嚢数

華臼霞肺
9年 19（203） 19（240） 1（4）

8年 30（227） 31（264） 1（4）

　　　　　謄

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
倒
来

シ
ー
八
イ
ル
／
（
ス
キ
人
ン
ザ
イ
）

　
　
　
　
み
ん
な
で
滑
ろ
う

　
　
　
　
十
日
町
市
ス
キ
ー
協
会

　
〈
ア
ル
ペ
ン
部
〉

　
雪
国
な
の
に
、
意
外
と
ス
キ
ー
に
の

・
る
機
会
は
少
な
い
も
の
で
す
。
雪
は
天

か
ら
の
贈
り
物
。
家
に
閉
じ
込
も
ら
な

い
で
、
積
極
的
に
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
ペ
ン
部
で
は
、
ス
キ
ー
講
習
会
●
m

当
間
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
当
間
ス
キ

ー
場
で
基
礎
ス
キ
ー
を
習
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
基
礎
ス
キ
ー
講
習
会
h
当
間

　
期
日
　
1
0
年
1
月
2
5
日
㈲
・
31
日

　
㈹
・
2
月
22
日
㈲
・
2
8
日
ω
、
午
前

　
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
（
受
付
は
8

　
時
3
0
分
か
ら
）

　
受
講
料
2
千
円

▼
級
別
テ
ス
ト
（
1
～
5
級
）

　
期
日
　
1
0
年
2
月
1
日
㈲
、
3
月
1

　
日
㈲
、
午
前
9
時
～
n
時
（
受
付
は

8
時
か
ら
）

　
検
定
料
　
1
級
“
2
千
5
百
円
、
2

　
級
”
2
千
円
、
3
級
“
千
円
、
4
級

　
一
6
百
円
、
5
級
“
5
百
円

※
申
込
み
　
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場

　
（
智
5
8
1
3
2
9
1
）
へ
。

〈
ク
回
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
〉

　
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
と
い
う
と
「
苦
し

い
」
「
き
つ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
歩
く
ス

キ
ー
は
冬
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
で

き
る
雪
上
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。

　
ク
ロ
カ
ン
部
で
は
、
吉
田
に
全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
常
設
コ
ー
ス
を
シ

ー
ズ
ン
中
整
備
し
て
い
ま
す
。
選
手
だ

け
で
な
く
、
だ
れ
に
で
も
無
料
で
開
放

し
て
い
ま
す
。
来
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
。
あ
な
た
も
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
た
コ
ー
ス
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん

か
。
コ
ー
ス
の
総
延
長
は
5
㎞
、
コ
ー

ス
オ
ー
プ
ン
は
、
平
日
は
午
後
3
時
こ

ろ
か
ら
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
9
時
こ

ろ
か
ら
（
た
だ
し
変
更
も
あ
り
ま
す
）
。
．

●
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
費
52

　
1
4
3
7
7
）
へ
。
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㎜
縫
の
翻
懸
錘
翻
灘
彊

〈
歯
を
ぶ
つ
け
て

　
　
　
グ
ラ
グ
ラ
し
た
ら
〉

　
お
子
さ
ん
に
多
い
よ
う
で
す
が
、
け
が

を
し
て
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
軽
い
場
合
は
放
置
し
て
お
く
と
自

然
に
痛
み
も
と
れ
て
何
と
も
な
く
な
り
ま

す
が
、
詳
し
く
調
べ
る
と
歯
の
神
経
が
切

れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
場
合
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
急

に
腫
れ
て
痛
く
な
っ
て
き
ま
す
。
け
が
で

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
た
ら
、
す
ぐ
に
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
院
で
検
査
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　
早
く
手
当
て
す
れ
ば
、
痛
い
思
い
を
せ

ず
に
済
み
ま
す
し
、
か
な
り
グ
ラ
グ
ラ
し

て
い
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
適
当
な
方

法
で
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
グ
ラ
グ
ラ
し
た
歯

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
す
ぐ

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〈
お
ロ
の
に
お
い
〉

　
最
近
、
お
口
の
に
お
い
が
気
に
な
る
人

の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
口
臭
除
去
剤
が

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
時
的

な
に
お
い
止
め
で
す
。
何
が
原
因
で
お
口

の
に
お
い
が
す
る
の
か
、
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
で
診
て
も
ら
う
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
口
の
中
の
原
因
で
に
お
い
が
す
る
場
合
、

考
え
ら
れ
る
原
因
を
次
に
あ
げ
て
み
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
、
む
し
歯
が
見
つ
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
歯
周
病
が
原
因
で
お
口
が
に
お
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
ご
け

　
ま
た
、
舌
の
表
面
に
は
舌
苔
と
い
わ
れ

る
も
の
が
付
着
し
て
、
に
お
い
を
出
す
場

合
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
歯

科
医
院
で
診
て
も
ら
う
の
が
一
番
安
心
で

き
ま
す
。

◆
保
健
所
健
康
診
断
　
笏
日
時
H
1
月
8

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
縁
場
所
H
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
H
石
川
医
師
（
津

南
病
院
）
籔
問
合
せ
“
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

柳
　
、
Z

　
　
　
　
ご

》｝
、

o
ノ

、／く

9
彊

お
わ
び
と
訂
正

　
n
月
2
5
日
号
掲
載
の
乳
が
ん
検
診
の

対
象
年
齢
は
、
3
0
歳
以
上
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
日
、
1
月
2
9
日
、

2
月
3
日
、
5
日
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

甲1月の休日救急医

1日㈱元旦
山口医院（下条中央通り）姪55－2003

医院（神明町）岱52－3269

科医院（田中町本通り）姪52－2403

巻医院（川西町）費68－2018

病院（北原）智57－3018

医院　（寿町4）盈52－2711

成人の日

医院（四日町新田2）暦57－6100

医院　（神明町）盈52－3269

医院（本町西1）費52－2581

病院（津南町）盈65－3161

昧
口
瞥
駿
膿
晶
縣
晶
晶
田
南

1
山
2
富
3
田
4
第
中
1
1
庭
1
5
大
1
8
富
2
5
池
津

むし歯のないよい歯の子
　H月の3歳児健診を受けた子40人

者
司
一
　
　
隆
助
夫
男
一
行

護
　
　
　
満
武

保
卓
準
　
　
芳
大
秀
文
伸
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

所
町
1
1
2
2
銅
堂
2
4
2

住
膝
論
認
蒲
晶

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
た
大
一

子歯
　
　
　
　
　
　
り
理

い
山

よ

　
松
林
宮
小
佐
庭
小
井
齋
瀧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
太
と
跳
洋
こ
子
織
雄
人
ほ
歩
正
掲
村
誤
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂
号
　
　
の
す

の
O
航
佑
優
励
秀
光
り
々
夏
隆
悠
き
希
と
日
刊
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
光
び
2
5
の
や
し

　
　
　
　
沢
林
野
野
海
上
藤
沢
館
噛
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
よ
春
お

1月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
隣籍児／

14日
休）

午後1時10分

　～1時45分
6年7月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

21日
（水）

午後1時10分

　～1時45分
8年7月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

28日

㈱

午後1時10分

　～1時30分
9年9月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
20日
（火）

午前9時30分

～10時15分

7年7月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

27日
（火）

9年3月
生まれの乳児

麟辮希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
腫〉尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福

　祉課に取りに来てください。

※平成6年8月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。2月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、1月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
で連絡してください。

載の「むし歯のない

山春香ちゃんは杉山

りでした。訂正して

1月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 5・12・19・26日（月） 午前9時～11時30分
新座コミュニティーセンター

13日（火〉

午前9時～11時30分

大細コミュニテ有セン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

22日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽　根　川　荘

16日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

23日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

1月の献血車
◆全血献血　13日（幻（終日）十日町市役所

＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　7日㈱（終日）十日町市役所

　　　　　21日㈱（〃）十日町市役所
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

75平成9年12月25日号
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　12月20日仕）、姉妹都市・コモ市から、すばらしい贈り物

が届きました。ルチアどいうコモ湖で漁師が使っていた木

製の小舟（長さ7m×幅2m×高さ2m）です。今年8月
にボッタ・コモ市長の代理として当市を訪問された、コモ

市評議会議員の『ビッラー二さんが歓迎式典で、「私の訪問の

際に両市の友情の印として、十日町市の皆様にコモ市役所

が決めた贈り物をプレゼントいたします。贈り物はルチア

という本物の舟です。コモ市のメモリアルとして、十日町

市のふさわしい所に設置していただくことを希望するとと

もに、皆様の心の中においていただきたいと願っています」

と発表されました。

饗l

l紬鐸繧．1、’

雛　　　　灘
　　　　』　　　　F　　　　『　聾

醸

灘
　
　　
難

幽．

11月14日にトリエステ翻羅

港（ベニスの近く）を出

航し、12月13日に東京・

青海埠頭に到着。通関手

続きを経て当市に到着し

ました。当日は市長はじ

め国際交流員のアドゥアさんら全員で搬出作業を見守り、

無事に着いたことを確認しました。冬場のため一時的に市

役所施設内に保管し、新年度の春先に最適地に展示し、大

勢の皆さんから見ていただくことにしています。

歎レゼ鷹欝
　　　　、　　　　　　　　～7舟～、

η
，
入
マ
入

ヂ
レ
ゼ
シ
ヒ
・
－
．
伺
加

〆
ほ
し
い
：
・
？
・

％《
b

O　o

b　o

o　o

口　島

①
　
　
　
O
ひ

借
鰍

難
加つ

蠕
，σ

騨

麹、脚lllll

紬一欝

スクールNOW

灘繍灘

熱

灘　
糊

灘

上手に出来たゾ
　　　　　しめ飾り

東下組小学校

茄．21

撒

　罷

　　　ぎ
灘　　…懸

羅　
麟

溺“

　　難

　　謹麟
　　　　　　撫
灘

藝欝

　12月6日ω、地区老人会の精鋭を講師に

お招きして、恒例となった「しめ飾り」づ

くりを行いました。全校児童28人に職員も

加わり、春から地域に呼びかけ拠出してい

ただいた稲わらや菅を手に作業開始。

　まず直径5センチほどの束を作り、ひも

できつく縛ります。それを三等分して二つ

を縄とは逆方向にないます。残りの束をそ

の間にうまくないながら入れ込んでいくと

いう手順です。講師の先生方はいとも簡単

に作ってしまいますが、実際やってみると

なかなか様になりません。

　それでも手とり足とり教えていただき、

1時間ほどで150本ほどのしめ飾りを作り上

げました。

　今年で6回目となった6年生の作品は、

職員のお手本となるような出来栄えとなり

「これは売り物になる」の声も…。

　出来上がったしめ飾りは、学区全戸とお

世話になっている方々へお届けしています。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
毎
号
、
取
材
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
快
諾
い
た
だ
い
た
時
は
安
堵
と
、
う
れ
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
㊧
㊧

①
⑯
の
4
人
は
間
違
わ
な
い
よ
う
に
編
集
作

業
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
時
に
は
指
摘

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
決
し

て
や
っ
て
は
な
ら
な
い
間
違
い
で
ご
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
1
5
ぺ
ー
ジ
「
む
し

歯
の
な
い
よ
い
歯
の
子
」
で
名
字
を
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
杉
山
さ
ん
に
対
し
て
で
す
。

杉
山
さ
ん
の
お
宅
に
は
偶
然
に
も
今
月
1
0
日

号
・
裏
表
紙
の
「
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
」
の
取
材

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
杉
本
さ

ん
」
と
紹
介
す
る
と
い
う
、
二
度
に
渡
っ
て

の
間
違
い
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち

の
全
く
の
不
注
意
で
弁
解
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
杉
山
さ
ん
は
春
香
ち
ゃ
ん
の
記
念

に
、
よ
い
歯
の
子
の
賞
状
と
一
緒
に
記
事
を

ア
ル
バ
ム
に
貼
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
杉
山
さ
ん
、
誠
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」
。

氏
名
や
肩
書
き
な
ど
は
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
今
ま
で
に
も
私
た

ち
の
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
の
で
は
な
い
か
不
安
で
す
。
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
度
の
間
違
い
を

肝
に
銘
じ
、
心
新
た
に
広
報
紙
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
目
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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